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まちネット通信 vol.３７ １４年４月２日 
発行:まちネットワークよりい 
電話 048-５８２－４０７３ 

 

要望書に対する検討について 

 

 平成２５年１１月２９日付けで提出されました要望書につきまして、下記のとおり回答い

たします。 

 なお、町議会では、町民により信頼され開かれた議会をめざし、議会改革にかかわる調査

研究および提言を行うことを目的に議会改革検討委員会を設置しております。いずれの要望

項目につきましても検討課題として取り組んでいる状況でございますので、ご理解をお願い

申し上げます。 

 

 

記 

 

１．委員会の傍聴につきましては、寄居町議会委員会条例にもとづき、委員長の許可を受け

た方に傍聴を認めております。会議室の形状、公開のための設備等検討中でありますので、

当面は現在の対応を継続することといたします。 

 

２．本会議のインターネット中継および録画公開につきましては、中継のための設備や経費

等も含めさらに検討してまいります。 

 

３．議会報告会につきましては、今後開催することを前提に開催時期・方法等を今後さらに

検討してまいります。 

 

2013年、11月「開かれた議会」の推進を求めて要望書を提出しました。 

稲山良文議長名でその回答が届きました。 

2009年の同様の要望書の回答から 4年、議会改革委員会の検討へつながり、前向きな回答となっ

てきたことは評価できます。それにしても新しい議員体制となって、一気に改善といかないのが議

会なのでしょうか。近隣の自治体では、当たり前となり、町民の利益になることが、なぜ決断でき

ないのでしょうか。情報公開は民主主義の基本です。3 月議会での、日曜議会の開催など評価され

ることはありますが、よりわかりやすい町政へ、さらに一歩進めるために、スピーディーな対応を

望みます。 
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忍耐の一般質問傍聴 

かつてまちネットでは、新しい

デートスポットに議会傍聴を！と

呼び掛けたことがあったが、これ

はかなり忍耐を要すると感じる。

2013 年 12 月、2014 年 3 月議会

の一般質問の傍聴をした。質問者

がこの数年は 10 人以上と、多く

の町議が登壇することは歓迎、評

価できるが、もっと質問事項を練

って、簡潔にしてほしいと感じる

質問が多い。川口市では、市民団

体がベスト一般質問の議員を表彰

するという記事を読んだことがあ

るが、タイムリーな内容、市民へ

の貢献度、論点のしっかりしたわ

かりやすいことなどが評価される

ようだ。 

 

一問一答方式 

平成 20 年より、寄居町議会で

は、質問内容をよりわかりやすく

するために一問一答方式を導入。

議論のない議会など存在価値がな

いといった意味で、多くの自治体

でこの方式を採用しているが、質

問を受ける執行側（町長、職員）

の反問（質問を受けた側から質問

者へ逆に質問をする）はない。事

前に質問内容を提出した質問の回

答に対する再質問を、直できるこ

とはより内容を深めることができ

るが、その分質問内容をしっかり

とらえていないと、とんでもない

方向へ飛んでしまったり、焦点が

ぼけてしまい、結局何を言いたか

ったのといった事態に陥ってしま

う。そういった意味では、質問議

員は相当内容を事前に調査し、論

点を絞るなど事前準備が必要とな

り、質問する議員の不勉強さがも 

 

 

 

 

 

 

 

 

ろに出てしまうともいえる。 

焦点のぼけた、一問一答につき合

わされる傍聴者はたまったもので

はない。質問者と回答する町長、

職員の回答にも？？といったこと

も多い。もっと的確に、真摯に対

応してほしいと感じることが多々

ある。こういった状況下での議会

傍聴は、よほど時間の余裕がない

と傍聴席に座っていられないのが

率直な感想と思う。そういった意

味でも、一刻も早いインターネッ

ト上での公開録画を実現して欲し

いと強く感じる。 

 

もっと議論の場を！ 

3 月議会最終日、一般会計予算

が一部修正して採択された。ＮＰ

Ｏ法人寄居エコタウン・クリエイ

ションへの予算の削除だ。この内

容は、2012 年、議会で決議した自

然エネルギー推進のまち宣言を受

け、よりＥエコタウン推進のまち

宣言をした町からの提案のようだ。

詳細は分からないが、目的ははっ

きりしている。議会に突然上がっ

てきたこの構想を、しっかり議論

もなく、まだ実体のない組織に

1000 万円以上の予算と、職員の派

遣は承認できないという反対理由

だ。この判断は当然のことと思う。

が、削除する以上、議会側から新

しい提案があってしかるべきでは

ないのか。さらに、執行側、主に

町長と思うが、もっと熱意をもっ

て、議会へのロビー活動がなされ

るべきではなかったのかと感じる。

エコタウン構想を進めたい執行が、

新しい組織を動かすには、ヒト、

モノ、金が必要、と設定したのだ

が、一足飛びにこんなスタートを

切る前に、まずは、この構想を進

めるための町民を巻き込んだ議論

の場をまちが設定して欲しい。町

民にとっては、再生可能エネルギ

ーの推進等のエコタウン構想が、

実効性のある方向へと推進される

ことは大歓迎である。未来へ繋ぐ、

新しい寄居町の試みを、ぜひ産・

官・民一体で築き上げて行きたい。 

報告 大北 

 

 

 

 

 

 

 

 

日曜議会へ行ってみました 

３月１６日に行われた「日曜議

会」については、「議会だより」２

月号に見開き２ページに「もっと

開かれた議会へ」という題名で、

大きく宣伝されていました。これ

で傍聴者が少なくては、住民側が

「開かれてなくてもいい議会」と

思っていると誤解されちゃう、と、

ほんの１０数分間でしたが、傍聴

者数を増やすために行きました。 

午後１時過ぎ、すでに審議は始ま

っていましたが、一人目の傍聴者

でした。予算の細かいことを議員

がいくつか質問して、議場にいる

職員が答えるのを、他の議員や職

員は、あまり関心なさそうに眺め

ている、というところ。そのあと

すぐ、中年男女各一人ずつの傍聴

者が来まして、帰り際に受付の町

職員に尋ねたところ、午前中から

合わせて、１５名くらいの傍聴だ

ったとのこと。 

自分は、２年前に「原発国民投票」

についての請願運動をした際に、

初めて議会傍聴をしたのですが、

やっぱり、「何か」ないと、わざわ

ざ傍聴しに行く気にはならないな

あ、と、今回の日曜議会のあとも
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思いました。支持する議員の、あ

るいは関心のある議題についての、

一般質問を応援しに行く、という

のもあり、でしょうが、日中の時

間が惜しいから、ネット中継があ

って、録画で観ることができたら、

いいなあとも思います。 

伊藤泰子 

 

 

 

平成２５年１２月議会へ提出

された「容器包装リサイクル法を

改正し、発生抑制と再使用を促進

するための法律の制定を求める意

見書」（請願団体：生活クラブ生協

寄居支部）の採択を求める請願は、

継続審議となっていましたが、３

月議会で委員会及び本会議で不採

択となりました。（ネット通信 vol

３６号参照） 

今回の請願事項の中に「③2Rの環

境境域を強化し、リユースを普及

するため、学校牛乳のびん化が促

進されるように様々な環境を整備

すること」があげられていました

が、学校給食での紙パックに比較

して、びんは、配送コストもかか

り、金額も高くつくなど現実的で

ないなどの反対意見により否決さ

れました。びんのリュースは、資

源、エネルギーの節約、CO2 の削

減など環境にやさしい、といった

大きなメリットがあります。また、

使い捨ての空きびんは、自治体の

税金で回収され、保管し、リサイ

クル業者へと渡されます。これら

の回収料金は私たちの税金が使わ

れ、自治体の財政に大きな負担を

かけています。事業者にとっては、

リサイクルコストの安い使い捨て

びんが主流となり、洗って何度も

使用可能なビールびん、一升びん

などは影をひそめています。環境

に負担、資源の枯渇よりも経済優

先がここでも先行されています。

今すぐ、町の学校給食に反映でき

なくても、構造的な問題として法

の整備として、将来的な視野に立

って判断をしてほしかったと痛感

しました。 

H.O 

 

 

 

 

 

 

 

運動の主旨 

１．昨今問題となっています異状 

気象の本質的な解決策は、私たち 

の使うエネルギーを大幅に減らし 

ながら、化石燃料から再生可能な 

自然エネルギーへのシフトを進め 

ることが重要です。 

２．埼玉県は電力の一大消費地で 

あり全国５位（平成２０年）に上 

る電気を使用しています。 

３．一方で埼玉県は晴天日数日本 

一で森林資源も豊富な自然エネル 

ギーの宝庫であります。 

４．自然エネルギーは無尽蔵であ 

り、しかも原発や火力発電などに 

比べて環境を汚しません。 

５．また、再生可能エネルギーは 

「エネルギーの地産・地消」「エネ 

ルギー自給率の向上」「エネルギー 

自治」をもたらし、新しい産業の 

増大、雇用の促進などを生み出し 

地域経済の活性化につながります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

省エネルギー、再生可能エネルギ

ーで原発はいらない。 

寄居町では、全議員一致で 2012

年に、「自然エネルギー推進のまち

宣言」を求める提案が可決され、

その後「より Eエコタウン推進の

まち宣言」が行われています。議

員提案により議会で採択された内

容は、素晴らしいものです。この

提案を、実効性のあるものとして

いくためには、町民の積極的な取

り組みが必要です。採択された決

議文の中にある 

１ 太陽光発電を中心としたエネ

ルギーの地産地消実現に向け

ての取り組みを進めること 

２ 住民へ利益還元できる遊休地

などを利用した自然エネルギ

ー推進事業に取り組むこと 

は、今後の寄居町が目指す姿の指

針です。一歩ずつ、根気強く進め

ていきたいと思います。 

5月から署名活動が始まります。 

 

 

 

「埼玉県 省エネルギー・再生可能エネルギー促進条例（仮

称）」の制定を求める請願の連絡会が発足します 
発起人：生活クラブ生活協同組合・埼玉、埼玉県市民ネットワーク 

 

 

再生可能エネルギーフォーラム 
 
3月 16日、城南信用金庫の理
事長である吉原穀氏と前参議院
の大河原雅子氏の基調講演があ
りました。信用金庫という金融
機関が、脱原発宣言をしていま
す。吉原氏は、信用金庫はもと
もと協同組合理念のもと、社会
貢献から始まった組織、現在原
発がすべて停止しているが、全
く問題がないことをたくさんの
人に伝えてくださいと話してい
ました。クレヨンハウス刊行の
吉原氏の著作、城南信用金庫の
「脱原発宣言」をまちネットで
購入しました。興味のある方は
お声掛けください。貸し出しま
す。 
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雪害の厳しい農場を後にして、沖

縄の久米島へ行ってきました。福

島に住む親子の保養ボランティア

です。福島から羽田についた幼児

を含めて 42人を引率して、久米島

の球美の里で 10日間生活を共に

しました。島民が日本兵に虐殺さ

れた歴史を持つ久米島が、放射能

汚染に苦しむ福島の人たちに保養

の場とたくさんの協力をしてくれ

ています。夕食に出た味噌汁に皮

付きのジャガイモが入っているの

を見て、「福島では怖くって皮を

むかないで使うなんて考えられな

い」と。砂遊びや磯遊びに夢中な

わが子を見て、すぐそこに海があ

るけど、あれ以来一度も行ったこ

とはない。その場から離れられな

い子を抱き上げて涙する。 

慰問の三味線コンサートでは、優

しい歌詞にまた涙がこぼれる。元

気な子供たちは、ボランティアの

大学生に体当たりで遊んでもらっ

て大喜び。子どもたちはここでは

何をしてもいい、禁止事項はない、

という説明でしたが、戦争ごっこ

をした小学生とそれに付き合った

大学生ボランティアが厳しく叱責

されました。命を軽んじる国の対

応に、ここは「命を大事にする」

という強いメッセージが込められ

た場だからです。台風や今回のよ

うな雪の被害は突発的で、それは

それで厳しいものがありますが、

建て直すという前向きな行動をと

りやすい被害です。しかし、放射 

 

 

 

能のように継続的に、先が見えな

い状態で、転居せずにそこにとど

まる選択をしたお母さんや子ども

たちの毎日は、本当につらく不安

なものだという事を肌で感じまし

た。埼玉に戻り、現場に復帰して

います。そろそろ老後をと言って

いたのに、なぜか、農場の立て直

しに俄然力が入ります。   

鈴木恵子 

 

 

ご近所が火事！ 

 

土曜日、ぼちぼち日が暮れ始め

る頃、玄関ブザーが鳴った。「○○

さんちが火事！」。 見ると、庭か

ら出たであろう火の手は壁を舐め

るように 2 階の屋根まで達してい

た。２軒北側の家だ。119 番通報

と１人暮らしの家人は留守である

ことを確認後、裏手の家々へ知ら

せに走った。「火事！火事です！○

○さんちが火事！」と叫びながら、

ピンポンダッシュして走った。一

回りして自宅に駆け込み、母を車

椅子に移していざという時にすぐ

連れ出せるよう待機させ、また、

走った。火事の東側の家は 5m ほ

どしか離れておらず心配したが、

物置が変形する被害で済んだ。火

元の家は全焼するもケガ人はなく、

鎮火して気がつけば夜 8 時をまわ

っていた。消防関係者は元より、

警察、町役場、日赤奉仕団、社会

福祉協議会、地元役員はじめ住民

も・・、本当に大勢が、時をいと

わず尽力する様子を間近に見て、

感銘を受けた。消防団員のなり手

の減少が社会問題にもなっている

昨今だが、類焼を防ぐための放水

等でも消防団員が活躍していた。

災害を最小限にとどめるためにも、

地域力が肝心だと改めて考えさせ

られる夜となった。ちなみに、火

事等を近所に知らせる際、メガホ

ンやホイッスルがあれば役に立つ

かも知れない。そう思いながら、

ピンポンダッシュしていた私でし

た。火の用心！            YS 

                                                      

 

 

2 月 1 日、総会が開催され、議

案書に沿って審議、すべての議案

が可決されました。（出席者 8 名、

委任状 17 名） 

総会後、8 月に行われる町長選に

ついての対応、情報交換などを行

いました。昨年は、イベントが多

くかなりのエネルギーを要しまし

たが、それなりの結果があったこ

となど総括されました。今年度の

活動計画の重点項目として、脱原

発、自然エネルギー推進のための

活動と、開かれた議会への継続的

な働きかけがあります。まだ議案

書に目を通されていない方、是非

一度ご覧になってください。そし

てまちネット寄居に、あなたの声

を、力を届けてください。ともに

まちづくりを進めましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まちネット寄居総会報告 

 

いっしょにやると 

      楽しいよ！ 
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3月 30日、男衾コミセンにて講

座の説明会が開催されました。

（17名+スタッフ 5名の参加） 

町の広報を見てという方が多く、

ご夫婦、定年退職後の方、全くの

初心者からすでに4反の畑を耕作

されている方まで、多岐にわたる

方々の参加がありました。 

 

 

まちネット寄居は、台所から出

た生ゴミをダンボールコンポスト

で堆肥にする普及活動を続けてき

ました。自分で作った野菜を食べ

て、そこから出た生ごみをたい肥

にして、畑に戻して、またおいし

い野菜を育てる、これって小さな

循環ですよね。こんなことができ

たら、ちょっとだけ環境も心も豊

かになりそう。こんな小さな取組

が広がっていったら、立派な地域

循環になります。種をまいて、芽

が出て、背がどんどん伸びてって、

成長していく野菜たちとのおつき

あいはとても楽しい時間です。ま

た、野菜作り仲間の広がりで地域

コミュニティの場ともなります。

ささやかだけど自分で作って、初

めて知ることがいっぱいあります。

命を支える食と農の入門です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大雪にもめげず、皆農塾、おか

ず畑の増谷さんからの野菜提供は、

今年も続いています。にんじん、

菜花,コウサイタイなど春を告げ

る元気な野菜たちが並びました。

2014年３月現在、37,050円の売り

上げがあり、包装代等を返金して、

29,650円の収入となりました。木

曜日に残った野菜は、吉田充子さ

んが「くるみ」へ運んでくれてい

ます。本当にたくさんの方たちに

助けられています。改めて皆さん

の援助に感謝です。ありがとうご

ざいました。 

 

 

8 月 5 日に告示、10 日に投開票

される町長選挙にいち早く、2 期

目を目指す、現職の島田町長が立

候補の名乗りを上げました。一方、

立候補予定として町会議員多数が

支持する、現在町監査役の花輪利

一郎氏の名前が挙がっています。

まちネット寄居では、今回の選挙

に対し、できるだけ公平な情報を

と考え、告示前の立候補予定者の

立会演説会等の計画を考えていま

す。より民主的な、透明性のある

町政をと願い、私たちにできるこ

とに取り組んで行きます。 

 

 

 

 

 

毎日の暮らしの中で、感じている

不安、困っていることから出発。 

自分たちの足元から見つめ、話し

ていきましょう。ぜひ、お仲間に

なってください。 

問合せ・・・大北（582‐4073） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
2014年も4月に突入。このところ
新年の挨拶もできないまま、ネッ
ト通信も総会を経て、2か月以上
過ぎてからの発行となっている。
タイムリーな対応をと思いつつこ
の状態が定着しつつある。 
今年の 2 月の記録的な大雪の
影響はいたるところに出てきた。
半月も大雪の影響を受けて、復
旧にも時間がかかってしまった。 
農業被害も甚大だったが、生活
者の機能も奪われ、何とも大自
然の猛威には無力な人間を再
度認識する。白銀のロマンチック
な世界等吹き飛んでしまった。そ
れでも、何が何でも行かねばな
らぬ、せねばならぬの日常か
ら、家の中に閉じ込められること
で、突然空いた時間にふともっと
ゆったりと暮らせるのでは…と感
じた人も多かったのでは。まさに
忙しさは、心を滅ぼしてしまう。 

HO 
 
 
 

第 1回目 4月 20日（日） 

午前 10時～12時  今市地区

の農場にて 

 


